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「運命の扉を開く（運命は断固たる意思をもって前進をする人に、無限の力を与えてくれる）」迷ったら困難な道を選ぶ。

向き不向きより前向きに取り組む。やらない後悔よりやった経験をする。そして、内から美しい気が満ちあふれるような人生

を切り開いていきたい。

至誠・致知・鍛錬

「社会を明るくする運動」発表会
２／５（火）に玉穂生涯学習館で、「社会を明るくす

る運動」作文発表会が行われました。
本校から、２年鷹左右渉吾さん「人と人とのつなが

り」、２年井上萌々花さん「私たちの平和な未来のため
に」の２名が発表しました。人とのつながりを大切に
して支え合うことが、明るく温かい未来へつながって
いくことや、地域全体でコミュニケーションがとれて
いた昭和のよき時代に立ち返り、みんなで見守る社会
の実現すること等、とてもすばらしい提案だったと思
います。

「新入生説明会・学習体験」
２／８（金）に、「平成３１年度入学

生・保護者のための学校説明会」を開催
しました。入学予定者１４５名の児童と、
その保護者のみなさんに参加していただ
きました。まず、３年生の５クラスに分
かれて、５校時帯の１時間、本校の生徒
と一緒に体験学習をしてもらいました。
中学校３年間の集大成の授業を肌で感じ
てもらいました。体育館に移動後は、１
年生の合唱による歓迎セレモニーと生徒
会による学校紹介を行いました。
希望で満ちあふれた児童のみなさんが、

安心して楽しく過ごすことのできる中学
校として、通ってよかったと思える中学
校として、３年間を築き上げていきたい
と思います。

「小中連携研究会」
２／４（月）に、授業づくりネットワーク理事

長 石川 晋 先生を招聘し、小中連携研究会
を行いました。今回は、中１ギャップの解消に向
けた小中の連携に
関する取り組みに
ついて研究を行い
ました。全国の具
体的な実践事例を
あげていただきな
がら、グループ討
議を実施し、小中
連携を考える良い
機会となりました。

「１年福祉講話」
２／７（木）に、１年生を対象とした福祉講話

を実施しました。目の不自由な、白濱 顕子先生
と盲導犬のクラリーくんが講師として来校しまし
た。体育館での講話でしたが、１年生全員が、集
中して話に聞き入っ
ていました。生徒に
とっては、自分の生
き方を考える良い機
会となりました。そ
して、中学生として、
今できることを実践
につなげていってほ
しいと思います。



「チーム双葉中」
教職員４０名 生徒４５０名 保護者４０７名が

「チーム双葉中」として取り組んでいます。

学校住所：〒400-0106 甲斐市岩森1337

電 話：0551-28-2019 FAX：0551-28-5689

ホームページ http://www.city-kai.ed.jp/fchu/ も併せてご覧ください。

「Ｈ３１年度山梨県教育指導重点」

２／１４（木）に、山梨県総合教育センターにおいて、山梨県教育委員会から「Ｈ３１年度山梨県教
育指導重点」の説明会がありました。
新「やまなしの教育大綱（仮称）」、新「山梨県教育振興基本計画（仮称）」の方向性に基づいて、来

年度は、以下のことに重点をおきながら、県内の中学校において教育が進められていきます。

○ 学習指導要領の趣旨や内容に基づいた適切な教育課程を編成し、「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けた授業改善及び評価に取り組み、新しい時代に必要となる資質・能力の育成に努める。
（問題解決的な学習の質的向上 記述内容を取り入れた授業の実施 小中合同研究会の開催）

○ 豊かな心の育成を目指し、校種を越えた連携や学校教育活動全体を通じた取り組みを推進し、いじ
めを許さない集団づくりと不登校児童生徒が生じない環境づくりに努める。
（道徳の授業公開の実施 校内教育相談体制の見直し 情報モラル教育の推進 学校いじめ防止基
本方針の周知 いじめ・不登校校内研修 欠席が続いている生徒への組織的対応）

○ 学校教育活動全体を通じて、自ら運動を実践する態度を育成し、体力向上を図り、食育並びに心身
の健康の保持増進及び安全に関する指導を相互に関連させながら、望ましい生活習慣の形成に努める。
（運動習慣・朝食摂取・十分な睡眠の定着 一校一実践運動の取り組み テスト・調査に基づく体
育の授業改善 体育理論による指導 健康・安全に関して教科を横断した実践 食に関する課題
に応じた取り組み 学校安全計画の改善）

○ 地域の特色を生かした学習活動に取り組むとともに、外国語教育を適切に実施し、ふるさとに誇り
を持ち、グローバル社会の中で様々な人々と協働できる資質の育成に努める。
（郷土学習の推進 英語における５領域の着実な実施 ＣＡＮ－ＤＯリストによるパフォーマンス
評価の実施）

○ 特別支援教育に関する専門性の向上に努め、多様な学びの場（通常学級・通級による指導・特別支
援学級・特別支援学校）における教育の充実を図る。
（専門性向上のための研修の実施 多様性を認め合える機会の設定 校内委員会の実施）

表彰等

山梨県中学新人駅伝大会 第２位 双葉中陸上部 区間賞２年

社会を明るくする運動作文コンテスト 感謝状 ２年

山梨県剣道連盟表彰 ３年

やまなし環境美化推進標語コンテスト 優秀賞 １年

「日本一の下駄箱
ＰａｒｕＰｉの巻頭特集で紹介」

２／５（火）に、「生活情報誌ＰａｒｕＰｉ」が
取材に来ました。本校の「日本一の玄関」から始ま
り、「整理整頓されたロッカー」「至誠の鐘」等の取
り組みについて取材を行いました。
この様子については、甲斐市、中央市、昭和町に

配布された「生活雑誌ＰａｒｕＰｉ３月号」の巻頭
特集で掲載されました。
こうして、伝統となっている双葉中生の日常での

取り組みが評価され、地域に発信され知っていただ
くことは、これからの生徒たちの活動の励みとなり
ます。
今後も、地域と共に、双葉中を双葉地区を愛する

生徒の育成に努めていきたいと思います。


